
９Ｒ－Ａ６ 三パラシングルアンプ ＡＲＩＴＯ＠伊吹南麓

残留雑音

１０～３００ｋＨｚ ＩＥＣ－Ａ

Ｌｃｈ ５６９．８μＶ ２０８．９μＶ
Ｒｃｈ ６８２．３μＶ ２２２．０μＶ

ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾌｧｸﾀｰ （注入法、１ｋＨｚ、１Ｖｒｍｓ）

Ｌｃｈ ９．４５ （NFB ７．７８dB）

Ｒｃｈ ８．８８ （NFB ７．４５dB）

２０１７．９．２４

前川有人（滋賀県米原市）

本機に採用した出力管９Ｒ－Ａ６は、東芝が開発した１１
０度ブラウン管用の純国産中μ垂直偏向出力管です。こ
の球は内部抵抗が約２ｋΩと中途半端に高いため、高電圧
を掛けなければ出力が取り出せず、結構入手が容易な割
には、製作例はあまり多くありません。ヤフオクでまとまっ
た数量を落札して、使い処を探していたのですが、なかな
か出番が回って来ませんでした。
しかし、この球はプレート損失が１０Ｗと大きく、３パラに
すると６ＣＡ１０に匹敵することに気付いてからは、俄然や
る気が出てきました。両者を比較しますと、プレート電圧３
６０Ｖ、電流７５ｍＡ、負荷３．５ｋΩの条件でそのまま置き換
えることが可能です。 しかも、その時の内部抵抗は９

Ｒ－Ａ６三パラの方が２割ほど低く、
バイアスもずいぶん浅いため、６
ＣＡ１０よりも使い易くなります。
出力段が３パラで入力容量が大
きくなっているため、チョーク負荷
のカソードフォロアドライブとし、広
帯域を目指しました。多極管のカ
ソードフォロアは、スクリーング
リッド電圧をカソード基準で作らな
いと、三結と同等の動作になって
しまうため、スクリーングリッド用
電源をフローティングで定電圧化
しています。
当初の設計は、プレート電流が
７５ｍＡでしたが、発熱が大きすぎ
るため、６０ｍＡ（２０ｍＡ×３）に減
らして仕上げとしました。電流が
少なくなっても、この状態で１０Ｗ
を超える出力が確保できており、
Ａ２級の動作となっています。
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